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○
具
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的
な
内
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事業活用活性化計画目標事業活用活性化計画目標事業活用活性化計画目標事業活用活性化計画目標についてについてについてについて（別紙）

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金実施要領の第４の１の（２）の事業活用活性化

計画目標の項目は以下のとおりとする。

・定住人口の確保

・交流人口の増加

・滞在者数及び宿泊者数の増加

・地域産物の販売額の増加

・・・・地域産物地域産物地域産物地域産物のののの販売量販売量販売量販売量のののの増加増加増加増加

・定住等の促進に資する遊休農地の解消

・定住等の促進に資する担い手への農地利用集積

・・・・定住等定住等定住等定住等のののの促進促進促進促進にににに資資資資するするするする農業用用排水施設等農業用用排水施設等農業用用排水施設等農業用用排水施設等のののの機能機能機能機能のののの確保確保確保確保

・・・・定住等定住等定住等定住等のののの促進促進促進促進にににに資資資資するするするする基盤整備基盤整備基盤整備基盤整備のののの円滑化円滑化円滑化円滑化

・定住等の促進に資する農用地の集団化

・農山漁村景観を活かした取組の増加

・自然環境の保全・再生に向けた取組の増加

・定住者又は来訪者の安全確保

地域産物地域産物地域産物地域産物のののの販売量販売量販売量販売量のののの増加増加増加増加

設定する目標は計画区域における整備施設（農林水産物処理加工施設）の利用対象となる地

域産物（米粉用米）の販売量の増加割合とし、以下により求めることとする。

計画区域において生産される地域産物(米粉用米)の販売量の増加率（％）

＝ 計画期間内の販売量(H22～25) ÷ 計画期間前の販売量(H18～21)

定住等定住等定住等定住等のののの促進促進促進促進にににに資資資資するするするする農業用用排水施設等農業用用排水施設等農業用用排水施設等農業用用排水施設等のののの機能機能機能機能のののの確保確保確保確保

設定する目標は計画区域における農業用用排水施設等の整備・保全により条件整備され機能

が確保された農地の面積とし、以下により求めることとする。

計画区域における農業用用排水施設等の機能の確保（ha）

＝ 計画期間内に農業用用排水施設等の整備・保全により条件整備され機能が確保された

農地の面積（ha）

定住等定住等定住等定住等のののの促進促進促進促進にににに資資資資するするするする基盤整備基盤整備基盤整備基盤整備のののの円滑化円滑化円滑化円滑化

設定する目標は計画区域における区画整理事業又は交換分合着手までの年数とし、以下によ

り求めることとする。

計画区域における区画整理事業又は交換分合着手までの年数（年）

＝ 事業実施後、区画整理事業又は交換分合の着手までの年数（年）
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